



Improvisation and Communication 
片問祐介*野村 誠**
2001年 7月7日(日)に行なわれた京都女子大学児童学科公開講座では，打楽器奏者の片岡祐介氏





































































































































































































































































































やった頃はね， もう， とにかく i妻い緊張で，










































































































































































































































































































































































































もうねえ，あー，やめてくれ~ ! あ~， っ
てこうなってる，っていうことはあるんてVそ
ういうことは， さすがに僕はしてないと思う
んですよ。で，それと，情報量が多くていう
のも一-
野村:人数が多い状態でも，パニソクには全然
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なってない 7
片岡:うーん，なってないですねえ。音の情報
量がどうこう，っていうよりも，僕の想像する
にやっぱりその場所の居心地みたいなことか
なあ，なんか，好きにしてていいんだな，って
思えれば別に，パニックする理由もないん
じゃないかな，っていう風にはd思ってますけ
どね。あと音に関しても，ある種の方向性が
あるっていうか，全部がまったく無意味な信
号に聞こえる状態か，なにか音の方向性があ
るかどうか，ってことも，関係してるかな
あ，って推測してます。
野村 1点目，ノfニックにはならない，ってこと
ですね。
片岡:はい。
5 参加者同志の関係性
野村:二つ目の質問なんですけども…。
片岡:何でしたっけ…。
野村:二つ目の質問は，一対ーの時は片岡さん
とその人とのやりとりてコ成立しているんで
すけども，複数の人がたくさんいて，片岡き
ん，片岡さんとそれぞれの人，って，片岡さん
がギターでヴィーンとやったときにもうひと
りのひとが歯で，ビリビリ，ってやったとか，
ドラムとピアノでやってうわ~つとなった，
とかいう，その関係は見えたんですけども，
そこで，片岡さんじゃない参加者の人たち同
士の，横のコミュニケーションっていうか，
やりとりは，どんな風に存在してるのか，存
在してないのか，をちょっと聞きたいんです
けど。
片岡:はい。えーと，あんまりないようにも思
えますね。てコ微妙にあります。うん， どう
なんでしょうねえ，あんまりないんじゃない
かな。でも，音を聴いてると，反応してるよ
うに聞こえる， ということですねえ。それは
僕にとってはしてる，っていうことにもなる
んです。やっぱり，僕も人見知りする人間な
んで，それぞれが距離をくっつかない，でも
一緒にやってる，っていつのがあるから，ムー
ドとしては好きなんですよね。で，僕が好き
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なムードというのがやっぱり移ってくるのか
な，っていう，感じです。で，まあ，その質問
とはちょっとまた別のことで言うと，一対ー
でやってる時，っていうのは，ある意味すごく
密にできるわけですよね。て三密なんだけど，
うざい，との，ギリギリなところ，っていうん
ですかねえ，なにかとちょっかい出してくる
わけですからね，ちょっと，一人で弾かせて
よ/ っていうことも，あり得るだろうな，っ
ていう感じがあって，それで，今日のビデオで
面白かったのは，僕もああいう風に，昼寝して，
やってて，今日はもフやる人いなくてもいい
かな一，非常に落ち着いて音を聴いてるんな
ら活動としてはすごくいい活動だし，まあ，
別に，みんなやらなくてもいいし，ずーっと寝
てて，誰かがやってるの聴いててもいいか
な，って思ってたんですね。思ってたんですけ
ど，そう思ってやってたら，後でビデオ見る
と，大体，みんな何かやってるんですよ。の
そのそ，って出てきて叩いたり，かと思ったら
寝たりとかね。それは非常に，楽だな，って，
やりたい時にやって聴いてたいときは聴い
て，っていう…。そういう風に思ったんですね。
はい。だから，どっちもいいとこ悪いとこ・・・。
野村:えーと，まあ， どっちもいいとこ悪いと
こあって，えーと，まあ，多分その集団セッ
ションの時には，あまりフ。レッシャーってい
うか，一緒にやるぞ，っていう押し付けがな
したくさんの中から，それぞれの人から出
てきた，音というか，反応を，片岡さんが拾
いながらやりとりをやって，また，他のこと
が起きたらやりとりをしていしっていう形
なんですよね。それ以外の人たち同志の関
係っていうのが，これを続けていく上でどう
なっていくのかっていうのは，非常に，注目
というか， きっと，何かがあると思うんです
よね。それでそれがどんな風に出てきて， ど
ういうことが起こっていくのか，っていうの
は，これからの研究課題というか。
片岡:そう，確かにその通り。ある二人の聞を，
僕は音によってとりもってる，って感じがあ
りますね。ある音が，ある人が，「きらきら
~J，ってやってる，ある人が，「ぽこっ」とやっ
即興演奏とコミュニケーション
てる。で，その 2つだけだとあまりに違う，っ
てとこのを， ピアノかイ可かで，その，聞に，
何か音を入れることで，そういう音楽に全体
として聞こえるような。だから，その 2人を
とりもってる，っていうようなことは，今，恐
らくありますね。そフいうことを繰り返すこ
とによって，どうなるかな，っていうのは，確
かにあると思いますね。
6 セッションを初めた時期
質問者 3 今の集団セッションは，最近始めら
れたとおっしゃってましたけれども，個人的
に出会って，関係を作りだされて，ここまで
来たと思うんですけど，だいたいその年月っ
ていうのはどれくらいたってるのか?
片岡:色んな方がいらっしゃるんですけど，最
初にピアノこんこん，ってやってた人とか 3
人くらいが， 3年間くらい，個人セッション
をやってました。トーキングドラム，叩き合っ
たりとか。信頼関係っていうか，見知った仲
になってるので，集団になったときにも非常
に，やり易かったってことは，あるでしょう
ね。 3年間個人セッションやってきた人たち
よりも，新しい職員さんが， (セッションに)
馴染めなくて苦労するようなんですよね。こ
の即興でいいんだろうか，みたいなね。他の
何年かやってる自閉症の人は，マイペースで
「こーん」とかやったり，寝たりしてる，そ
ういうことありますね。
7 日常生活の変化
質問者 4 今のセッションの場では，すごく楽
しそうだ、ったり，っていうのは見えるんです
けど，あの場以外の普段の生活で，セッショ
ンをすることによって，その方たちに変化が
起こるっていうのは・・・。
片岡:あるかどうか?
質問者 4 そうですね。
片岡:はい。あんまり知らないんです。職員き
んから色々話しを聞くときはあります。思い
きりタイコを叩いた後に，あまり大声だして
暴れたりとか，そういうのはあんまりなくて，
ストレス解消になってるんだねー， という話
を聞くことありますけどね。でも，今のとこ
ろ，僕は日常生活にどう響くかを，全く考え
てないですね。うーん， どう思います?
野村:え? はい。それはまた別の研究テーマ
になると思うんですけども。研究所時代に，
例えば，普段の生活がどういう風に変わった
か，的な研究，例えばそっいう調査っていう
のはきれてない?
片岡:僕はしてないですね。何故かというと，
それも分かるんですけどね。そういう，音楽
療法の本とか見てると，そういうのはあるん
ですよね。落ち着いて座ってられるようにす
るために，っていうのは。でも，それはしつけ
的な要素が入ってくるょっな気が凄くするん
です。本当にその人に必要なことなのか。必
要だとしても，僕は興味がわきにくい・・・って
いう感じがあって。例えば僕がきっき，ピア
ノをもう少し長いこと弾いて欲しい，ってい
うのがあったけども，それはある意味別のこ
と，長く集中することができれば，例えばフ
ランス料理屋さんに行っても，ずっと座って
ることができる，っていつのはあるわけです。
あるにはあると思います。だけどそのことよ
りも，やっぱり，あのピアノをもう少し開き
たいっていう動機の方が多いんで， 日常生活
は，何かいいことに繋がっていけば，嬉しい
けども，あんまりそこまでもっていく気は，
今のところ僕にはないっていうか…。
野村:それは別の研究者の人と組まれて，そう
いう研究に興味のある方と組んでやったらい
いと思うんですけど，実際，変化は，あるだ
ろうな， と予想、はきれます。ただし，さっき
の関係性の話になると思うんですけども，そ
の人が変わってる，っていうのもあると思う
んですけども，例えばですね，その，この人
がこうやって集中して，ピアノを弾いて， コ
ミュニケーションができてるという状態を，
他の人が見て知っているっていうことだけで，
状況が変わると思うんですよね。あ，この人
はこういうことに対して，こういうやりとり
があるんだ， とか，こんなに繊細なんだ， と，
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周囲が気付くだけで。そのことによって，他
の人の反応が変わると思います。人って，違
う顔を見せるんですよね。例えば，僕ここで，
女子大生に教えているじゃないですか。女子
大生は先生の前で顔が変わるんですよ。相手
の先生によって，違う表情を見せるわけです。
真面目そうな先生にだったら，真面白そうな
顔するし，ほんわかした先生だったら，ほん
わかした顔するし。だから，人って，そうい
うもんだと思うんですよね。この人はこうい
う人だ，って決めつけると，決めつけられた顔
しかできなくなる。それはもう人間全般に言
えると思います。片岡さんのセッションの中
て1 色々な側面が現れる。それを片岡さん以
外の人に，知ってもらうことによって，すご
くその人の見え方が変わってくるんじゃない
かな，っていう気は…。
片岡:そうそうそう。去年，音楽療法の担当じゃ
ない職員さん， (セッションを)見たことのな
い職員きんに，たまたま，セッションのビデ
オを見せたんですよね。そうしたら， 00さ
ん，こんな，にこにこ笑って，こんなことも
できてる，これお母さんに見せてあげたいな，
とか，言ってるんですよ。それを見てて，あ，
職員さんがそう見るってことは，その職員さ
んにとっての，「その人」観が，変わるだろう
から， どんどん見せた方がいい， と，思った
ことがありました。
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野村:時間になりましたので，ここで質問を打
ち切らせていただきます。本日の，講師の片
岡祐介きんです。どうもありがとうございま
した。(拍手)
野村:昨日，今日と，京都女子大学児童学科の
公開講座ということで，昨日は，カウンセリ
ングを，大辻先生と石野先生でやられまして，
今日は，午前の部はコンサートと，午後の音
楽療法の講演会を行いました。児童学科って
いうのは僕も 2年目てコまだよく知らないと
言えば，無責任なんですけど，児童文化，児
童心理，保健，教育，表現と，多領域に渡っ
たことを，学んでいく学科なんですね。それ
で，生活の中の色々な要素を統合していくよ
うな学問だ，ってことが，ちょっとずっ分かつ
てきたって感じてコこの音楽療法を，今回入
れさせてもらったんですけど，音楽とかコ
ミュニケーションとか，これから片岡さんと
か，是非やって欲しいのは，心理学の人と組
んで，やっていくょっな仕事とか，看護病院
の人と共同研究を始められる，って聞いたん
ですけども，音楽とか音楽療法っていう
フィールドが，色々な分野の人と絡み合いな
がら，新しいことを見つけていく，っていうよ
うなことを， どんどんやっていこうと思いま
すので，よろしく，お願いします。どうもあ
りがとうございました。(笑，拍手)
